
先
物
協
会
は
11
月
21
日
の
理

事
会
で
、
06
年
度
の
収
支
見
込

み
に
基
づ
い
た
事
業
展
開
方
針

を
決
め
た
。
今
年
度
の
会
費
収

入
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
会
費

収
入
の
積
算
基
礎
と
な
る
会
員

売
買
数
量
が
前
年
度
並
み
と
み

て
見
積
も
っ
て
い
た
が
、
11
月

ま
で
の
実
績
で
約
５
、
１
４
０

万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

る
。特

に
９
〜
11
月
の
売
買
数
量

落
ち
込
み
が
大
幅
で
、
10
、
11

月
の
２
カ
月
平
均
で
推
移
し
た

場
合
の
年
間
会
費
収
入
は
予
算

対
比
21
％
減
の
約
９
、
９
０
０

万
円
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
当
初
予
算
を
そ
の

ま
ま
実
行
し
て
い
く
わ
け
に
は

関
西
商
品
取
引
所
は
、
福
岡

商
品
取
引
所
と
の
合
併
に
伴
う

業
務
関
係
諸
規
定
の
変
更
を
11

月
20
日
の
理
事
会
で
承
認
し

た
。福

岡
商
取
で
上
場
さ
れ
て
い

た
銘
柄
を
承
継
す
る
こ
と
に
伴

う
措
置
で
、
大
豆
ミ
ー
ル
と
ブ

い
か
な
い
と
し
、
削
減
す
べ
き

と
こ
ろ
は
削
減
す
る
こ
と
に
し

た
。
反
面
、
今
だ
か
ら
こ
そ
対

応
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
部
分
が
あ
る
と
し
、
協
会
と

し
て
必
要
最
小
限
の
こ
と
を
や

ら
な
け
れ
ば
存
在
価
値
が
な
い

と
の
考
え
か
ら
当
初
予
算
を
見

直
し
、
年
度
下
期
の
事
業
予
算

で
９
２
６
万
円
の
削
減
を
決
め

た
。以

上
に
よ
っ
て
収
入
見
込
み

と
支
出
見
込
み
を
算
定
す
る

と
、
06
年
度
の
収
支
差
額
は
約

８
、
９
０
０
万
円
の
赤
字
と
な

り
、
前
記
の
繰
越
収
支
差
額
を

加
え
た
次
期
繰
越
収
支
差
額
も

約
８
４
０
万
円
の
赤
字
に
な

る
。

11月の全国商品取引所の出来高は前年同月比38.1％
減。出来高ランキング１位は８ヵ月連続で金。２位の白金
は10月の３位から順位を上げたが、昨年11月から続いて
きた前年同月比増が今回は減。３位のNon-GMO大豆
（東穀）、６位のとうもろこし（同）、10位の原油は前年同
月比増。
取引所別の前年同月比では東穀の微減をはじめ各取

引所が減。１～11月の累計は全体で前年同期比15.8％
減。ただし東工取は9.9％のプラスを維持している。
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全国商品取引所出来高
大豆、とうもろこし、原油が前年同月比増

ロ
イ
ラ
ー
は
現
行
内
容
を
踏
襲

し
、
と
う
も
ろ
こ
し
は
２
０
０

８
年
2
月
限
よ
り
関
西
バ
ー
ジ

ョ
ン
と
な
っ
て
、
受
渡
場
所
は

志
布
志（
基
準
港
）か
ら
神
戸
・

大
阪
港
へ
、
供
用
品
も
米
国
産

一
本
と
な
る
。
ま
た
、
平
成
19

年
1
月
か
ら
は
全
限
月
の
建
玉

制
限
枚
数
、
取
引
証
拠
金
基
準

額
が
変
更
さ
れ
、
ス
ト
ッ
プ
幅

は
東
京
よ
り
1
0
0
円
広
が

る
。来

年
1
月
16
日
発
会
の
米
国

産
大
豆
に
つ
い
て
は
、
標
準
品

を
シ
カ
ゴ
と
同
じ
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
産
黄
大
豆
No
・
2
と
し
、

供
用
品
も
同
No
・
１
の
み
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
ス
ト
ッ

プ
幅
、
取
引
証
拠
金
基
準
額
を

変
更
す
る
。

こ
れ
ら
上
場
商
品
の
増
加
に

よ
る
立
会
時
刻
と
立
会
順
序
が

変
更
さ
れ
る
た
め
に
当
分
は
注

意
が
必
要
だ
が
、「
と
う
も
ろ

こ
し
及
び
米
国
産
大
豆
」に
関

す
る
講
演
会
を
12
月
11
日
に
大

阪
淀
屋
橋
の
Ａ
Ｐ
大
阪
で
午
後

５
時
か
ら
、
12
月
19
日
午
後
5

時
半
よ
り
東
穀
取
・
大
会
議
室

に
お
い
て
開
催
す
る
。

ブ
ル
発
生
余
地
の
な
い
取
引
普

及
へ
の
取
組
み
で
社
会
的
信
頼

を
獲
得
し
、
市
場
の
流
動
性
に

寄
与
す
る
仲
介
業
者
と
し
て
の

認
知
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

市
場
別
苦
情
相
談
件
数
が
明

ら
か
に
な
っ
て
、
正
確
な
数
字

（
情
報
）の
把
握
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
。
自
社
と
し
て
、
ま
た
、
業

界
と
し
て
数
字
を
把
握
し
、
誤

り
が
あ
れ
ば
正
し
て
社
会
に
お

け
る
誤
解
を
払
拭
し
て
い
く
姿

勢
を
堅
持
し
て
い
く
の
が
重
要

関
西
商
取
が

諸
規
定
の
変
更

品
取
引
員
に
係
る
苦
情
相
談
と

し
て
政
府
側
か
ら
答
弁
さ
れ
た

の
は
、
す
べ
て
を
ひ
っ
く
る
め

て
02
年
度
の
７
、
８
１
０
件
、

04
年
度
の
４
、
２
１
２
件
な
ど

だ
が
、
今
回
の
マ
ス
コ
ミ
の
取

材
に
対
す
る
回
答
で
の
公
表
で

市
場
別
に
み
る
と
、
商
品
取
引

所
法
に
基
づ
く
国
内
公
設
市
場

分
は
、
00
年
度
１
、
５
１
２
件
、

01
年
度
２
、
０
１
６
件
、
02
年

度
２
、
４
７
６
件
、
03
年
度
２
、

０
０
２
件
、
04
年
度
１
、
５
６

６
件
、
05
年
度
７
０
８
件
、
06

年
度（
４
月
〜
11
月
２
日
）３
５

９
件
と
、
02
年
度
を
ピ
ー
ク
に

鮮
明
な
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

先
物
協
会
は
、
05
年
度
以
降

の
件
数
に
つ
い
て
、
05
年
５
月

の
改
正
商
取
法
施
行
か
ら
会
員

が
法
規
制
を
遵
守
し
た
結
果
が

如
実
に
表
れ
て
い
る
と
評
価
し

て
い
る
。
た
だ
、
04
年
度
の
総

件
数
の
う
ち
約
半
分
は
、
国
内

か
海
外
か
の
区
分
が
特
定
で
き

て
い
な
い
。
そ
の
中
に
公
設
市

場
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
必
ず

し
も
安
心
で
き
る
数
字
で
は
な

い
点
に
特
段
の
注
意
が
必
要
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
ト
ラ

ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
日
本

商
品
清
算
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）へ

預
託
さ
れ
る
全
国
６
商
品
取
引

所
の
取
引
に
関
す
る
11
月
末
の

預
託
証
拠
金
残
高
は
、
約
４
、

１
６
２
億

円
。
こ
れ

は
前
年
同

月
比
9
・

8
％
減
な

が
ら
、
前

月
比
で
は

0
・
4
％

の
ほ
ぼ
横
ば
い
。
前
月
比
で
は

８
月
5
・
6
％
減
、
９
月
1
・

6
％
減
、10
月
2
・
5
％
減
等
と

比
し
て
極
め
て
低
い
。
プ
ラ
ス
へ

の
転
換
点
に
な
る
か
注
目
。

前
月
比
ほ
ぼ
横
ば
い

月末の預託証拠金額
残高の推移

（単位：百万円）

JCCH

２
０
０
５
年

２
０
０
６
年

月　末 証拠金計
11月 461,604
12月 474,042
1月 503,332
2月 469,313
3月 496,838
4月 541,845
5月 515,359
6月 439,564
7月 461,590
8月 435,922
9月 428,863
10月 417,978
11月 416,255

１１
月
末
の
預
託
証
拠
金

者
懇
談
会
と
11
月
１
日
付
の

「
顧
客
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
に
向

け
た
取
組
み
の
推
進
に
つ
い

て
」と
題
す
る
会
長
名
の
文
書

で
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
に
照
会
し
て
件
数
を

把
握
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

た
。
各
社
の
対
応
は
素
早
く
、

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
窓
口
で
の
処

理
が
停
滞
し
、
業
務
に
支
障
が

出
始
め
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ

っ
た
。

一
方
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

は
11
月
７
日
、
マ
ス
コ
ミ
の
取

材
に
対
し
、
商
品
先
物
取
引
に

関
す
る
消
費
者
の
苦
情
相
談
の

う
ち
２
０
０
０
年
度
以
降
に
お

け
る
対
象
市
場
別
の
相
談
件
数

を
明
ら
か
に
し
た
。
市
場
分
類

は
、
①
国
内
の
商
品
取
引
所
に

【
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
】

安
心
し
な
い
で
誤
解
払
拭

今
だ
か
ら
こ
そ
対
応
で
き
る
部
分
も

先
物
協
会

０６
年
度
収
支
見
込
み
と
事
業
展
開

福
岡
商
取
が
閉
所
式

１２
月
１
日
、
関
西
商
取
と
合
併

福
岡
商
品
取
引
所
は
11
月
30

日
、閉
所
式
を
行
う
と
と
も
に
、

最
後
の
取
引
を
終
え
た
。
12
月

１
日
付
で
関
西
商
品
取
引
所
に

吸
収
合
併
さ
れ
、
山
口
県
下
関

市
に
あ
っ
た
前
身
か
ら
１
１
３

年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

福
岡
の
上
場
商
品
、
と
う
も
ろ

こ
し
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
大
豆
、

大
豆
ミ
ー
ル
の
４
品
目
を
関
西

が
引
き
継
ぎ
、
国
内
最
多
の
11

品
目
上
場
と
な
っ
た
。

閉
所
式
で
中
村
光
弘
理
事
長

は
、「
長
年
に
わ
た
り
、
取
引
に

従
事
し
て
こ
ら
れ
た
方
、
会
員

の
皆
様
に
感
謝
と
尊
崇
の
念
を

禁
じ
得
な
い
」と
挨
拶
し
た
。閉所式風景

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

く
。

先物協会

責
任
準
備
金
の
積
立
一
部
免
除
要
望
へ

商
品
フ
ァ
ン
ド
、
当
業
者
等
、
電
子
取
引

先
物
協
会
は
12
月
８
日
の
制

度
政
策
委
員
会
で
、
９
月
に
実

施
し
た
商
品
取
引
責
任
準
備
金

の
積
立
額
お
よ
び
取
崩
額
に
係

る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
積
立

義
務
の
免
除
を
主
務
省
に
早
急

に
要
望
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

全
会
員
に
対
す
る
責
任
準
備

金
調
査
の
集
計
結
果（
商
品
取

引
事
故
解
決
金
額
の
当
該
総
取

引
金
額
に
対
す
る
割
合
）は
次

の
通
り
だ
っ
た
。

①
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者

（
商
品
フ
ァ
ン
ド
・
当
業
者
）等

か
ら
の
受
託
取
引
の
場
合
は
、

10
万
分
の
０
・
０
４
。

②
勧
誘
の
な
い
電
子
取
引
の

場
合
は
10
万
分
の
０
・
０
５
。

そ
こ
で
、
委
託
者
ト
ラ
ブ
ル

の
な
い
取
引
を
目
指
す
た
め
、

商
品
取
引
事
故
に
よ
る
損
害
額

の
低
い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
商

品
フ
ァ
ン
ド
、
当
業
者
等
専
門

知
識
を
有
す
る
者
を
相
手
方
と

す
る
受
託
取
引
、
勧
誘
の
な
い

電
子
取
引
に
つ
い
て
は
、
委
託

者
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
取
引
の
普

及
の
観
点
か
ら
積
立
義
務
の
免

除
を
要
望
す
る
こ
と
に
し
た
。

対
面
取
引
等
は
、
現
行
の
責

任
準
備
金
の
積
立
必
要
額
に
加

え
て
、
商
品
取
引
員
各
社
が
役

職
員
の
違
法
・
不
法
行
為
の
発

生
の
可
能
性（
過
去
の
損
失
に

よ
る
補
て
ん
実
績
等
を
勘
案
）

に
対
し
て
、
日
商
協
の
規
則
活

用
に
よ
っ
て
専
用
口
座
に
引
当

金
を
別
途
積
み
立
て
る
こ
と
で

対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
要
請
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
面
取
引

等
に
お
け
る
事
故
補
て
ん
財
源

が
充
実
す
る
。

な
お
、
責
任
準
備
金
の
積
立

先
は
平
成
17
年
４
月
か
ら
、
日

商
協
へ
の
積
み
立
て
か
ら
取
引

員
各
社
が
銀
行
等
に
開
設
し
た

専
用
口
座
に
積
み
立
て
る
こ
と

に
改
め
ら
れ
、
そ
の
積
立
額
は

毎
月
、
日
商
協
に
報
告
し
て
い

る
。

１０
万
分
の
0
・
0
5
以
下

引
当
金
の
別
途
積
立
も

そ
こ
で
、
11
月
14
日
付
で
会

員
各
社
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
苦

情
件
数
等
の
照
会
を
一
時
停
止

す
る
よ
う
通
知
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
今
後
、
先
物
協
会
が

開
示
請
求
書
面
を
と
り
ま
と
め

て
一
括
し
て
提
出
す
る
方
向
で

同
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
把
握
し
た
件
数
を
日
商

協
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
て
い

た
が
、
先
物
協
会
が
報
告
を
受

け
集
計
す
る
方
針
に
し
た
。

上
場
さ
れ
て
い
る
商
品（
国
内

公
設
）②
国
内
の
取
引
所
に
上

場
さ
れ
て
い
な
い
商
品（
国
内

私
設
）③
海
外
先
物
取
引
規
制

法
に
基
づ
く
規
制
海
外
先
物
④

海
先
法
の
規
制
を
受
け
な
い
海

外
先
物（
大
半
が
先
物
オ
プ
シ

ョ
ン
取
引
）の
４
区
分
。
全
国

各
地
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
を
受
け
付
け
た

相
談
員
の
申
告
に
基
づ
き
、
明

確
に
分
類
で
き
る
相
談
の
み
を

対
象
と
し
た
。

「
金
融
商
品
取
引
法（
今
年
６

月
成
立
、
07
年
７
月
施
行
予

定
）」の
国
会
審
議
の
中
で
、
商

公
設
市
場
分
の
苦
情
、大
幅
減
少


